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■全く新しい交通方式"パラトランシステム”を共同開発

東急申輌製造株式会社と口立製作所は,電鉄･モノレールとバ

ス･格付置車の中間の輸送能力を持ち,コンピュータ制御により

完全自動化された全く新Lし一輪迷子段としてのいパラトランシス

テム'1と,二れに使用する新時代の車和一Lパラトラン”を共同開

発した､､

パラトラン(PARATRAN)システムとは,Public and Auto-

mated Rapid Transportation Systemを意味L,単なる乗り物(ハ

ードウェア)だけでなく独白の連行管坪システムなど,市民の口

端生活に宮前した新しいい自動化された公共高速輸送システム†

で,ケ後,ますます需要の増加が予想されるニュータウン.とか,

空港施設などの交通用として開発したものである｡.二のため,一

つの路線の距離が超J与二から終点まで10～15kmぐらいの輸送に適L,

その他城の生捕]環境や自然を害せず,かつ快適で低利な輸送がで

きることおよび建設費が安く､将来とい二運転経弓守が高くならな

いで縮むことをねらいとしている｡､.

本システムに使用する車帥iパラトラン'､ほ動力とlノて電1-もを

fむ用し,4本のゴムタイヤで2本のコンクリ〉｢トピーム上を走行

するので大与毛汚染,騒音などの公害の心配がないL､

中休は,輯合令やFRP(グラス繊維強化プラスチ･ソク｢- などを

用いて小形,軽量化され,軌道に対する荷重が′トきくてすむ｢.

乗車定員は1両が40人である｡ラ､ソシュアワ【には,これを2～

6両と連結して高密度運転を行なうことにより,1時間に5,000～

10,000人の輸送が可能となる｡

きJ〕にコンピュータ制御により､一日の生前時間帯にん仁じ,変

動する輸送需要に即応した遅行管理が行なわれる｡

たとえば,

通勤時‥･･阿完ダイヤによる高常圧輸送

羅問時…
･時々刻々の必要輸送量をコンビューータによって

把据(はあく)L,その時に最も適Lたダイヤを

自動作成して運転するフローテナンブダイヤ方式

深夜･早朝‥自動エレベータのように利用者の吼【十1しによっ

て逆転するデマンド方式

などで輸送の田の向_1一二が図られてし､る｡

おもな特長

(1)全車両の運行,連結,卜ての開閉を自動化L,コンピュー

タで管理,指令し,無人運転をたてまえとしてし､る｡このた

め,過速防止装嵐ブレーキ保安装置,分岐器保安装講など.

十分に安全性に対する配慮がなされている｡

(2)コンピュータによる自動案内表示,日動放送,自動出改札

をはじめ,佼問におけるデマンド運転など乗客に対する十トー

ビスIr-1_トを回っている｡

(3)車軸検在などのイちミ守管理業稽の自動化,変電所,その他の

設備管理の自動化などにより,人帖な行力化が可能なうえ,

安全性も高まっている｡

(4)この申｢抑ま2本のPSコンクリ-卜製走行けたの内側を1子音

車4本のゴムタイヤで案内する方式をとっているので､余分

なオ'イドレールは不用である｡ニれは車絹と車体による効一斗土と

あいまって軌道埋設管守を安く Lている｡

(5)きわめて簡単なブロック式分岐器(ポイント)を開発し,

運転能率の向_L 施設群の低減に役だてている｡二の分岐器

は従来の2方分場にたいし3方分岐も可能な′方式である｡

おもな仕様

にこにホす仕掛ユー一例であり∴郎IH出城の輸送規悦立地条件

などにあわせて佗正が可能であるr〕)

(1)路 線

品人こう配:60/1,000 拉小満線-'仁作:30m

(2)軌 道

複鰍軌道小心間隔:2.7m 軌道けた:PSコンクリ一卜製

デュアルビーム道村

(3)電1も方式

DC750V または AC400V単仰

(4)中 一ll■j

編成:2沖j永久連結 1軸ボギr2軸/向)子子中:1軸ポ

ギ(`2軸/帆走行輪:空～iゴムタイヤ fl卓:14t/1舶成

定呈こi:80人/1編成(一端員120人/1編成)拉高速性:60如/h

(5)制御方式

中仙:全自動無人運転方式 仁i号:チェックイン チェック

アウト方式 逆行管理:コンピュータ制御方式

越ンなl義

図1 パラトランシステムの完成予想図

■旧立赤外線量計 発売

日立製作所では,歯車の表巾i温度などの測定の阻 常温付近を

非接触で測定できる温度計や,非破壊,非接触試験機として応用

面の広い"ITP形赤外線量計■'を発売した｡

線量計の心臓部には,日立独自の開発による硫酸グリシンを條

つた蛙電検出器を用し､ており,二のため常温付近の赤外線エネル

ギーを敏感にとらえることができる｡しかも距離係数が大きし､の

で,遠く練れた小さな物体の禿せしている赤外線の巌を測定でき

る｡

おもな特長

(1)小さな被測定物体の表面の状態を非接触で,なんらサ【ジ
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を与えることなく測定でき,しかも距離係数が大きいという

今までにない特長を持っている(1m練れて直径1cmの′トさ

な面積の状態が測定できる)｡

(2)常温付近の温度が測定でき,特に低温測定で赤外線エネル

ギーを敏感にとらえる｡

(3)運動中の物体,近接不可能な物体などの発生する赤外線の

量を測定できるので,非破壊検査における溶接部分の不良個

所の発見や発電,送電設備の監視,電気機器の加熱部の発見

に最適である｡

(4)連続測定が可能であり,記録計や制御機器に接続して記録

や制御ができる｡

(5)オール･ソリッドステート形のため保守がしやすく,信頼

性が高い｡

応用例

(1)温度計とLて

1～5m維れた場所から非接触で温度が測定できる｡回転

体,接触不可能なものの温度測定などに効力を発揮する｡標

準温度範囲0-1000c,消費電力約30VA,重量約13kg｡

(2)･試験機として

=‥惑′警丁寧

関2 日 立赤外線量計

温度を測定できることを利用して,被測定物体に外部から

熟を加え,その熱の伝達状態を本装置で測定することにより､

溶接個所の溶接の良否の判定や､断熱材の充唄(じゅうてん)

二状態の良否などを非破壊的に試験することができる｡

価 格

ITP形赤外線温度計標準品の場合 約100万円

■"HITAC8350叩1号機を納入

日立製作所は,昭和46年6月発表したHITAC8350システムの

ユーザー向け1号機を井関農機株式会社･東京工場に1月未納入,

このほど美禄動にはいった｡

発表時の1号機納入予定は"47年5月叩 としていたが,それが

7個月で納入できたことは,従来の同等機種に比べ大幅な納期短

縮といえる｡

HITAC8350システムは,日立製作所の代表的機椎となってい

るHITAC8000シリーズの実績を基礎に新開発したもので,バッ

チシステムはもとより,オンライン･リアルタイム･システム,

りモ【卜･バッチ･システムなどの高度な用途に適用でき,かつ
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図3 井関農機株式会社に納入されたHITAC835心システム

操作性がすぐれているなどの特長を持った中形機である｡

1号機納入先の井関農機株式全社は,大手総合農業機械メーカ

ーで,従来から日立製作所のコンピュータを使用している経験も

豊富なユーザーである｡

今回のHITAC8350は主記憶装置の記憶容量98kBと比較的′ト規

模の構成であるが,マルチプログラミングなどについては,ソフ

トウエアの機能を有効に使絹するとといこ運用管理を工夫して,

システム全体の効率向.I二が図られている｡

井関農機株式全社では本システムを生鼠 販売,財務,サービ

ス部品,人事などの管理業務に條用する｡

なお,HITAC8350の受注台数は,1月末現在で32台になった｡
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図4 日立製作所神奈川工場におけるHITAC8350生産ライン

■汎用卓上電子計算機"エルカ52''発売

日立製作所では,広範な需要層に対応できる新しいタイプの12

けた1メモリの汎用卓上電子計算粍"エルカ52''を2月から発売

98

した｡

エルカ52は,日立製作所の新技術により開発した▲一新HI-LSI''

を初めて採用,これにより,同クラスの従来の計算機に比べ大き

さで約妬強,重さで約%と(当社比)小形,軽量化できた｡
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また作能而では,卜位けたがあふれても頗を切らないオートシ

フト機構,′ト数点方式のナチュラル･デシマル･システムなど当

字h汁算催の従来の特長に加えて,ゼロシュイドプ/式を採札 束ホ

を見やすくした｡

(′注)ゼロシュイド方式とは不用な0(ゼロ)の輝きをできるだけ

押えて有効な数字だけを浮き出させる表示方式をし､う｡

おもな特長

①頭脳には,日立製の新HI-LSIを使用しているので-イ貨とコ

ンパクトとなり,信頗件もアップしている｡(卦万一一一上位けたがあ

ふれそうになっても人工頭別屯の働きで頒を切らないオートシフト

機構を採用しているので12けたの演算機能がフルに使える｡③小

数と′ト数とを掛けて繁数の答を算出でき,演算途中で､′ト数点指

定位置(0～7位)を変慰しても､正し〈演算するナチュラル･デ

シマル･システムを採用している｡(彰演算レジスタが3本あるの

で12けた÷12けたの答を求めることができる｡(昏[_了立独白のプロ

グラム･ダイヤルによってシグマ計乱 定数乗除算およぴその組

み介わせが自由に選べ,ワンクソナ拭作で複椎な計算が処理でき

る0⑥置数した数値訂正用のキー匝司(クリヤーインジケータキー)
構成,配分比例等応用計算を行なうとき威力を発揮する[亘](リバ

ースキー)

負数を表わすNEGランプ

メモリ計算が行なわれていることを表わすMランプ

繁数けたが12けたを越えたことを表わすUDFランプ

など便利なキーおよび表示ランプがそろっている｡⑦連乗･連

隙乱 混アナ計算も数式どおりのキ【操作で行なえる.｡⑧表示値が

そのまま使える真数表示｡(郭黒づくめのシ･ノクなスタイルで,持

ち運びに便利なハンドル付き｡⑲スイッチを入れると同時に計算

に入れる自動クリヤー方式｡

おもな仕様

形 式

キーボード

:KK-52

:10キー式

数字表示放電管による12けた表示

マイナス符号表示,アンダーフロー表示,メモリ

使用表示,ゼロシュイト方式

計算内容

計算けた数

′ト数点

丸め機能

負 数

計算素子

寸 法

重 量

使用温度

電 源

消費電力

価 格

エルカ52

:加減乗除算〔四則計算),連乗･連除算､混合計算,

定数乗算,定数除算,べき計算,個々の柿ぐ連承

積)と樟和･横差,個々の商(連除商)と商和･

商差,自乗和差,逆数計算,和横,差横,都南,

差商,メモリ利用の定数計算･混合計算

:3レジスタ才采用による完全計算■方式

加減算:12けた

乗 算:被乗数,乗数12けた 積12けた

除 算:被除数,除数12けた 商12けた

:ナチュラル･デシマル･システム(0,1,2,

3,4,5,6,7位)

計算途中指定位置切換可能,オートシフト機構付き

:四捨五入,切捨,計算途中変更可能

:マイナス符号表示(完全符号方式)

:HI】LSI(高密度集積回路)

:幅22.0×▲奥行25.5×高さ8.2(em)

:2.2kg(ハンドル付き)

:0～400c

:AC90～110V 50Hz/60Hz

:7W

8万5,000円

監慧

図5 エ ル カ 52

■FM/AMラジオ付カセット･テープレコーダー

2機種 発売

日立製作所では,オートアラームストノブ機構を採用したFM/

AMラジオ付カセット･テープ･レコーダーTRK-1211,TRK-

1260の2機椎を発売した｡

カセット･テープ･レコーダーの需要は安定期に入り,確実な

伸びを示している｡最近はラジオが組み込まれているコンビネー

ションタイプやコンデンサーマイク内蔵様相など,便利性や機能

の高級化が強く要求されている｡

日立ではこうした需要に対処するためTRK-1211,TRK-1260の

2機稚を発売する｡なおこれにより,日立のニューメカシリーズ

は､価格15,800円のTRQ-257から32,800円のTRK-1260までの6

機種となり,ユーザーの恥拡い好みに応じられる体制になった｡

おもな特長

(1)TRK-1260では,3ウェイマイク方式を採用している｡す

なわち1本のマイクで3種類のマイクとして使用できる｡1

本3役のマイクとは,(串本体に収納すればTRK-1211と同じ

く内蔵マイクになるので,1～2人で録音する場合などに便

利である｡(昏マイクアップボタン操作で本体から取りはずし

たマイクに付属のアンテナを取り付けるとワイヤレスマイク

になる｡屋内,屋外で遠方からの録音に利用できる｡(彰本体

からはずしたマイクにイ■ナ属の接続コードを取り付け,外部マ

イク端子に接続すると外付マイクになる｡グルーフロの活動や

会議の記録など複数の普を録音する場合,またラジオなどか

らのミキシングをする場合に利用する,というように録音内

容に最もふさわしいマイクの使い分けができるタイプである｡

このマイク素子はTRK-1211同様のプロ用コンデンサーマイ

クのため,たいへん音質がすぐれ,感度も良好である｡

TRK-1211は70ロ用コンデンサーマイクを内蔵しているの

で録音時にマイクをつなぐめんどうがない｡

(2)ミキシング専用ボリュームを組み込んでいる｡ラジオやマ

イクの音量はマスターコントロールをボリュームで,ラジオ

の音量をミキシングボリュームで独立して調整できる｡なお
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このミキシング専用ボリュームはラジオとして聞く場合､ま

たテープの再生時にはトーンコントロールとして作動する｡

(3)再生および録音時にテープが巻き終わると同時にブザーが

鳴り,メカニズムが解除するオート･アラーム･ストソプ機

構を採用しているため操作が簡単である｡

(4)室内では電灯線から,室外では乾電池(単1×4)で,ま

た別売のアダプターーD-69(2,500円)を使用すれば自動車バ

ッチIノーからも電源の使い分けが可能である｡

(5)別売のエレクトロタイマーET-10(2,000円)をセットする

と,目的の時間に電源を入れたり(オ】トスタtト),切った

り(オートストップ)ができる｡また,オートスタ【トによ

r)録音をする場合は,特殊設計によりピンチローラーとキャ

プスタンが離れるようになっているため,長時間のセッティ

ングに対しても,キャプスタンの住着によるピンチローラー

の変形がなく,安心して使用できる｡

(6)カセットの挿(そう)入部は便利なカンガ′レーポケット方式

を採用してし､る｡カセットテープをすべり込ませてふたを締

め付けるだけでテープが簡単にセットされる｡

(7)プッシュボタン方式,大形レベルメーター,フイルム式大

形ダイヤル,3けたテープカウンターなどの採用により,取

り扱いが簡単である｡また録音中の昔をスピーカーでモニタ

ーできるほか,早送り,巻き戻しはロック付である｡

価 格

TRK-1260 3方2,800円

ヤーも＼J_

＼

斑6 日立FM/AMラジオ付カセ

･ソトレコーダーTRK-1260

TRK-1211 2万7,800円

図7 日立FM/AMラジオ付カセ

ットレコーダーTRK-1211

編集後記

自動車の排気ガスによる大気汚染が社会問題としてタロ【ズアップ

されている今日,点火装置は,燃焼の確立を決定する火花放電の発生

装置として,排気ガス浄化策に占める重要性が大きい｡

このほど日立製作所では,内燃機関点火装置の一つであるコンデン

サ放電形点火装置の性能的,回路的問題を究明し,新回路方式の点火

装置を開発した｡

｢新しいコンデンサ放電形内燃機関点火装置の開発+では,現在使用

中の各種点火装置に関する方式,問題点の分析を行か-,新しく開発

したコンデンサ放電形点火装置の回路構成,出力特性,火花特性など

を詳述している｡近年,点火薬置に要求される性能が高度化し,従来

製品に代わり新点火装置の出現が強く要望されている析,斯界関係者

に参考となれば幸いである｡

◎

タービン発電機の大容量化に伴い,個々の発電機の電力系統に及ば

す影響が大きくなってくる｡一方発電機自体としては,単一増由柑の製

作限軋 電気的熟的粍械的な問題から制限される限度内にて出力を増

大させるため,特に異常運転時に発電機はより過酷な条件で運転され

ることになり,発電機の運転許容条件をより明確にする必要が生じて

くる｡

｢大容量タービン発電機の運転特性+では,タービン発電機の大容量

化による諸定数の変化が運転特性上に及ぼす影響を,主として温度上

昇,機械的強度,系統安定度について検討されたものであり,運転特

性上考摩すべき諸点をまとめたものとして貴重なデータとなろう｡

◎

電力需要の急激な増加に伴い,送電線は大容量化し,近い将来には

10GVA/cct(500kV,12,000A)の送電が必要になると予想されてい

る｡日立電線株式会社では,地中送電技術の一つとして極低温および

超電導ケ【ブルの研究を昭和41年から着手し,以来幾多の研究開発が

重ねられてきた｡-一方において,東京電力株式会社における大容量地

中送電技術の研究開発の一環として,送電容量1,500MVAの確保と長

期性能の実証を主目的とした共同研究も,鋭意,進展している｡

本号の特集は,｢500kVOFケーブルおよび付属品の開発+など6編で,

｢大容量地中送電特集+とした｡大容量地中送電の早期開発が望まれ

ている析,まことに時宜を得た論文集といえよう｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,束京電力株式会社 取締役 技術開

発研究所所長 高木利夫氏より,｢送電の技術革新戦略+と題し,将来

の技術開発の必要性と予想される技術のすう勢を説かれた玉稿をちょ

うだいした｡

ご繁用中にもかかわらず,本誌のために特に稿を草されたご好意に

対し,心から厚くお礼を申しあげる次第である｡
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